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Abstract: Our university student’s team established the Japanese record of 49.172 km in flight endurance for human-powered-aircraft 

(HPA) in August 2005. Since then, we have been trying to renew the world record with the students. In particular, after a “Distinctive 

University Education Program” was granted, we have attempted to raise the students’ consciousness toward learning by 

incorporating the project in the department’s education. This is a report on student’s activity for the past five years at the 

human-powered-aircraft workshop. 

 

１． はじめに 

2007 年に特色 GP として採択，人力飛行機工房の目

的達成型教育は企画・解析・設計・製作・飛行の実体

験を通じて，専門科目の理解向上に効果を挙げること

である．工房活動は，(Ⅰ）航空機設計と飛行力学への

関心を意識した模型飛行機実習，(Ⅱ)人力飛行機の製作

と飛行，(Ⅲ)フライトシミュレータを用いた飛行特性解

析と飛行訓練に分けられる．さらに，2009 年に教育

GPとして採択［１］された．この取組は，ものづくり教

育をしつつ，それを生かして高大連携や気づかせ教育

を行うものである．その人力飛行機工房としての 2011

年度の教育活動について報告する． 

 

２． 人力飛行機の歴史 

 ギリシャ神話のイカロス，ダイダロスに始まる人類

の「鳥のように飛びたい」という夢は，ダ・ビンチな

どの科学者・技術者の数々の試行錯誤と挑戦を経て，

1903 年 12 月にライト兄弟の人類初の動力飛行として

実現した．しかし，人間の筋力を動力とした飛行はな

かなか実現せず，1959 年，英国の Henry Kremer 氏が

1/2 マイル（800m）離れたポールを回る 8 の字飛行を

成功させたものに 5,000 ポンド（後に 50,000 ポンドに

増額）の賞金を与えるクレーマー賞を設定した．これ

に応えて人力機の研究が英国で活発に行われ，1961年

11月に SUNPACと Puffinが相次いで初飛行に成功した．

最初の飛行距離は 45mであったという．そのニュース

を聞いた直後から日本大学理工学部の故木村秀政教授

は，学生たちによる人力飛行機の開発を計画した．そ

して 1963 年 4月，機械工学科航空専修コースの卒業研

究テーマの一つとして開始された． 

 

３． 人力飛行機の開発 

3-1 卒業研究として 

 卒業研究として人力飛行機の開発が始まり 3 年目の

1966 年 2 月 27日，リネット（Linnet）I 型が日本で初，

世界で 4番目の栄冠を得た．初飛行距離は15 mであっ

た． 

1963 年より卒業研究としてリネット，イーグレット

（Egret），ストーク（Stork）およびアイビス（Ibis）

と 1980 年まで人力飛行機の開発が続く．引き続き，

航空宇宙工学科として 1981 年の卒業研究はミラン

（Milan）が開発され，1985 年の卒業研究・スイフト

（Swift）として卒業研究の 22 年の幕を閉じる．その間，

Stork B は 1977年 1 月 2日に 2,093 m の世界記録を樹

立するも，19777 年に記録が公認されなかったのは

FAI (Fédération Aéronautique Internationale;国際航空連

盟) に規定が無かったためで，後の 1980年に規定がで

きた 

これら卒業研究で開発された人力飛行機の特徴とし

て，Ibis は重量軽減のため主翼の大改造が行われ，始

めて主翼桁に新複合材料を採用した．Milan から高翼

張線構造で素材は完全に新複合材料を採用し，軽減化

に寄与した．機体の自重は Linnet および Egret で平均

523.7N，Stork A では 352.1N および Milan 82 では

284.4Nと年々軽量化がなされている．重量の低減が最

重要課題である人力飛行機にとって，新素材の活用は

不可欠である． 

3-2 サークル活動（航空研究会）として 

 卒業研究と並行して，人力飛行機の製作は 1984 年

に Möwe1 世が産声をあげ，現在の航空研究会に引き

継がれた．現在はMöwe 29世が琵琶湖での優勝を目指

し調整中である．Möwe は木村教授の命名で，ドイツ

１：日大理工・学部・航宇 ２：日大理工・教員・航宇 
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語のカモメを意味する． 

 1980年の鳥人間コンテスト第 4回大会に本学航空研

究会が 101.60 m という大記録を樹立し初優勝した．

琵琶湖における航空研究会のプロペラ機部門での記録

は，優勝 7回，2位 6回および 3位 4回．9回大会まで

出場していた滑空機部門での優勝 2 回，2 位 1 回など

の実績がある．総合では 9回の優勝を数える． 

 

４． 高大連携教育 

前回同様，ものづくり教育で琵琶湖の大会に出場し

た 3 年生がその経験を生かし，高大連携教育を行うこ

とにした．日大習志野高等学校で前回試みた試みたス

ケジュールと同等なものを千葉日本大学第一高等学

校・中学校の高校生を対象とした気づかせ教育を行う

ことにした． 

通常，人力飛行機の実物を１機製作する場合の標準

的な工数を表１に示す． 

 

Table１． work-hour 

部位 Man-Hour 

主翼 3000 

尾翼 900 

プロペラ 1500 

フレーム 2000 

電子装備 600 

 

高大連携授業としての活動日程は，実物大の主翼の

部分模型を選定し，高校の夏休みを利用した 1 週間の

内容とした．また，作業場の広さの関係から 3 名 1 チ

ームとし，3 班 9名を募集した．1週間の内容を表 2に

示す．これは前回実施した日大習志野高等学校と同じ

プログラムである． 

 

Table2． Schedule 

1 日目 講義，小さい翼模型の製作 

2 日目 冶具つくり 

3 日目 リブセッティング 

4 日目 外皮製作，外皮カット 

5 日目 後縁材の製作，フィルム貼り 

6 日目 予備日 

 

高校側と人力工房のスケジュールを調整した結果，8

月 22日から 8月 26日までを活動日と決定した．なお，

参加した学生は 1年生 3名であった． 

 

Figure 1. workroom 

 

５． 地域行事ほか 

人力飛行機工房は 7 月 22 日から 24 日，「第 44回ふ

なばし市民まつり」の地域行事に毎年参加している．

紙ヒコーキの製作で，学年は小学生低学年以下で毎日

約 200名の指導を行った． 

また，2003年から毎年，千葉日大小学生は 5年生を

対象に人力飛行機の講義と紙ヒコーキ製作を行い，レ

ポート提出（小学校側）させているが B5 版で 32 ペー

ジの提出する学生も散見される． 

 

 

Figure 2. school hour 

 

６． まとめ 

高大連携教育として主翼の部分模型を 1週間かけて

制作させた．尐人数であったが，日毎に，どの学生も，

「気づき」により自ら改善策を見出しており，教育効

果が表れた．募集人数が毎回尐ないのは日数のせいで

あるか，その場合，教育効果が変わらないのか等を検

証するために次回は日数を半減させたもので教育効果

の確認をすることが肝要である． 

地域行事は小学生低学年を主体とした行事であった

が，例年通り，相対的に高学年の小学生ほど好奇心が

旺盛であることも判明した． 
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